
2026年7⽉8⽇(⽔)17:30〜⼤学院講堂

講師：宮川絢⼦先⽣
スウェーデン王国カロリンスカ⼤学病院
⾻盤腫瘍部⾨ 泌尿器外科

宮川先⽣は慶應義塾⼤学をご卒業後に泌尿器科を志され、単⾝で研究
のためスウェーデンに留学されたのを契機に、現在はカロリンスカ⼤
学病院で臨床に携わられています。⽇本でもスウェーデンでも⼥性と
しては初めてのロボット外科医で、膀胱全摘術は世界的にも多く執⼑
されています。
本講演では、「スウェーデンで働く⽇本⼈医師」としてのキャリア形
成や海外での医療実践についてお話しいただきます。現地の医療制度
や働き⽅、⽇本との医療⽂化の違いをはじめ、研究と臨床を両⽴する
環境、多職種連携、ワークライフバランスなどについてもご紹介いた
だく予定です。また、海外で医師として働くに⾄った経緯や課題、国
際的なキャリアを⽬指す若⼿医療者へのメッセージにも触れていただ
き、グローバルな視点から医療を考える貴重な機会といたします。

主催 杏林医学会、医学部眼科学教室

杏林医学会 例会
Eye Center

Open Conference

処⽅箋のないキャリア
 ̶ ⼥性外科医・⺟・移⺠として⽣きた20年 ̶

宮川先生（左から2人目）

＜座長＞
萬知子先生
（麻酔科）


